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未来に進め！卒業の春！　　

令和７年度 施政方針
主な記事



人口

世帯

総数	 10,671人	 （－44）
男	 4,925人	 （－18）
女	 5,746人	 （－26）

　　　　		4,558世帯	

出生日 氏　名 父 母 行政区

1/27 宮田　月
つ き の

綺乃 悠河 妃奈莉 立神

2/4 坂田　瑚
こ は る

華 將豪 彰子 新村北

2/16 島松　季
と き あ

煌 大喜 絵理 北鹿野

人口・世帯（令和7年2月末現在)

やすらかに

死亡日 氏　名 行政区
2/1 内山　強 高塚
2/4 石原　マサ子 若洲
2/6 尾村　道明 上鹿島
2/13 白石　タミエ 西野津
2/14 水本　昭子 有佐
2/17 森田　忠博 立神
2/17 榊　ケイ子 法道寺

すこやかに
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　　今月の表紙

02 目次／戸籍の窓口

03 令和7年度	施政方針

10 氷川町子ども会	令和6年度活動紹介

11 まちのトピックス

14 お知らせ

20 スクールニュース／コミュニティ・スクールだより／
地域学校協働本部だより

22 けんこうだより／立神峡だより

24 人権啓発コーナー／八火図書館だより／こ家センの
子育てLabo／町民文芸

26 ひかわのアイドル／定住自立圏イベント情報／4月
のカレンダー／乳幼児健診情報／休日当番医

28 町公式LINEの登録はお済みですか？／まちのホッ
トライン

   　　　    戸籍の窓口

死亡日 氏　名 行政区
2/18 巻田　政義 早尾北
2/18 奥村　マツエ 西上宮
2/24 奥田　制市 若洲
2/25 竹田　トシ 島地
2/25 吉村　フミエ 東網道
2/27 櫨本　清喜 北鹿野
2/27 濱田　照昭 新村南

卒業式の前日、氷川中学校で撮影をした今回の
表紙。寒さと強い風の中、生徒会の４人が撮影に
協力してくれました。揃いのポーズもみんなが提案
してくれたもの。同級生や後輩、先生たちも盛り上
げながらの撮影の様子は、ぜひ氷川町公式インス
タグラムからご覧ください。
※卒業式の様子は13ページに掲載しています。

　　
政
府
は
、
昨
年
6
月
に
閣
議
決
定
し

た
「
経
済
財
政
運
営
と
改
革
の
基
本
方

針
2
0
2
4
」
に
お
い
て
、
「
我
が
国

経
済
は
、
デ
フ
レ
か
ら
完
全
に
脱
却
し
、

成
長
型
の
経
済
を
実
現
さ
せ
る
千
載
一

遇
の
チ
ャ
ン
ス
を
迎
え
て
い
る
」
と
し

て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
社
会
課
題
へ
の
対
応
を
通
じ

た
持
続
的
な
経
済
成
長
の
実
現
に
向
け

て
、
「
豊
か
さ
を
実
感
で
き
る
『
所
得

増
加
』
及
び
『
賃
上
げ
定
着
』
」
「
豊

か
さ
を
支
え
る
中
堅
・
中
小
企
業
の
活

性
化
」
「
投
資
の
拡
大
及
び
革
新
技
術

の
社
会
実
装
に
よ
る
社
会
課
題
へ
の
対

応
」
「
ス
タ
ー
ト
ア
ッ
プ
の
ネ
ッ
ト
ワ

ー
ク
形
成
や
海
外
と
の
連
結
性
向
上
に

よ
る
社
会
課
題
へ
の
対
応
」
「
幸
せ
を

実
感
で
き
る
包
括
社
会
の
実
現
」
「
持

続
的
な
経
済
成
長
の
礎
と
な
る
国
際
環

境
変
化
へ
の
対
応
」
「
防
災
・
減
災
及

び
国
土
強
靭
化
の
推
進
」
を
掲
げ
て
い

ま
す
。

　
こ
れ
を
踏
ま
え
て
、
令
和
7
年
度
の

予
算
要
求
の
基
本
方
針
と
し
て
は
、
年

金
・
医
療
な
ど
の
社
会
保
障
費
は
高
齢

化
な
ど
に
伴
う
自
然
増
を
加
算
し
た
範

囲
内
、
地
方
交
付
税
交
付
金
な
ど
は

「
新
経
済
・
財
政
再
生
計
画
」
と
の
整

合
性
に
留
意
、
義
務
的
経
費
に
つ
い
て

は
前
年
度
予
算
の
範
囲
内
、
そ
の
他
の

経
費
に
つ
い
て
は
前
年
度
当
初
予
算
の

90
％
以
内
の
額
で
要
求
で
き
る
こ
と
と

さ
れ
ま
し
た
。

　
ま
た
、
「
基
本
方
針
2
0
2
4
」
や

「
新
し
い
資
本
主
義
の
グ
ラ
ン
ド
デ
ザ

イ
ン
及
び
実
行
計
画
2
0
2
4
改
訂

版
」
な
ど
を
踏
ま
え
た
重
要
な
政
策
に

つ
い
て
「
重
要
政
策
推
進
枠
」
を
措
置

す
る
こ
と
と
さ
れ
ま
し
た
。

　
熊
本
県
に
お
い
て
は
、
熊
本
地
震
、

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
、
令
和

2
年
7
月
豪
雨
災
害
の
3
つ
の
課
題
へ

の
取
り
組
み
を
最
優
先
と
し
て
き
た
一

方
で
、
中
期
的
な
財
政
収
支
の
試
算
で
、

令
和
７
年
度
の
財
政
不
足
額
を
14
億
円

と
見
込
ん
で
い
た
と
こ
ろ
、
公
共
施
設

な
ど
の
老
朽
化
対
策
の
推
進
や
物
価
高

騰
に
伴
う
光
熱
費
の
増
加
に
よ
る
施
設

の
維
持
管
理
経
費
の
増
加
な
ど
を
背
景

町
を
取
り
巻
く
現
状
と

基
本
方
針

（－16）

この日撮影した写真を
掲載しています▶

町公式インスタグラム

　３月の町議会定例会では、藤本町長が令和7年度の施政方針を
述べました。住民の皆さんの生活がより良いものとなるよう、町が
取り組む事業は多岐に渡ります。町を取り巻く現状と併せて大きく
５つの分野に分けてご紹介します。

令和7年度

施政方針
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に
、
「
令
和
7
年
度
当
初
予
算
の
大
ま

か
な
収
支
予
算
の
見
通
し
」
で
は
、
財

源
対
策
を
行
っ
た
上
で
も
な
お
財
源
不

足
が
見
込
ま
れ
て
い
ま
す
。

　
令
和
7
年
度
予
算
は
、
「
く
ま
も
と

新
時
代
共
創
基
本
方
針
」
の
も
と
、
熊

本
の
さ
ら
な
る
発
展
に
つ
な
が
る
必
要

不
可
欠
な
取
り
組
み
を
推
進
す
る
と
と

も
に
、
将
来
の
県
債
償
還
の
増
加
を
見

据
え
、
一
般
行
政
経
費
や
投
資
的
経
費

に
シ
ー
リ
ン
グ
を
設
定
の
う
え
、
歳
入

歳
出
の
見
直
し
を
徹
底
す
る
と
し
て
い

ま
す
。

　
さ
て
、
本
町
の
令
和
5
年
度
一
般
会

計
決
算
に
よ
る
実
質
収
支
は
3
億
8
3

8
5
万
2
千
円
、
繰
越
金
や
積
立
金
取

り
崩
し
額
を
含
め
た
実
質
単
年
度
収
支

は
1
億
1
9
0
5
万
５
千
円
の
赤
字
と

な
り
、
経
常
収
支
比
率
は
、
99
・
9
％

と
前
年
と
比
べ
て
０
・
４
ポ
イ
ン
ト
上

昇
し
ま
し
た
。
さ
ら
に
は
、
今
後
数
年

間
は
公
債
費
が
９
億
円
前
後
で
推
移
す

る
こ
と
が
予
想
さ
れ
、
公
債
費
へ
の
一

般
財
源
の
充
当
を
要
因
と
し
て
経
常
収

支
比
率
は
高
い
水
準
で
推
移
す
る
こ
と

が
見
込
ま
れ
ま
す
。

　
ま
た
、
令
和
５
年
度
末
に
お
け
る
財

政
調
整
基
金
残
高
は
、
14
億
２
０
４
６

万
１
千
円
で
、
前
年
度
と
比
較
し
て
約

３
万
円
増
加
し
て
い
る
も
の
の
、
財
政

調
整
基
金
を
取
り
崩
さ
な
け
れ
ば
予
算

編
成
が
で
き
な
い
状
況
は
依
然
と
し
て

続
い
て
お
り
、
一
般
財
源
歳
出
の
抑
制

が
急
務
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
そ
こ
で
、
令
和
７
年
度
一
般
会
計
予

算
の
編
成
方
針
と
し
て
、
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
残
る
課
題
へ
の
対

応
を
行
う
と
と
も
に
、
原
油
・
原
材
料

価
格
の
高
騰
や
円
安
の
進
行
に
伴
う
物

価
高
騰
の
影
響
に
よ
り
各
種
費
用
が
上

昇
し
て
い
る
こ
と
に
加
え
、
令
和
７
年

度
以
降
も
県
営
湛
水
防
除
事
業
、
下
水

道
宮
原
処
理
区
流
域
編
入
事
業
や
優
良

賃
貸
住
宅
整
備
事
業
、
企
業
誘
致
事
業
、

ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
解
体
事
業
な
ど
の

大
き
な
財
政
需
要
が
見
込
ま
れ
ま
す
。

重
要
な
事
業
に
は
必
要
な
財
源
を
確
保

す
る
一
方
で
、
事
業
規
模
の
精
査
を
行

う
こ
と
で
歳
出
抑
制
を
図
り
、
そ
の
他

の
事
業
で
は
行
政
評
価
等
の
活
用
に
よ

る
事
務
事
業
の
見
直
し
を
積
極
的
に
行

い
、
財
政
の
健
全
化
、
持
続
可
能
な
行

政
運
営
に
向
け
て
、
職
員
一
人
一
人
が

町
財
政
の
厳
し
い
現
状
に
つ
い
て
共
通

の
認
識
に
立
っ
た
う
え
で
、
思
い
切
っ

た
合
理
化
、
効
率
化
を
行
う
な
ど
、
こ

れ
ま
で
以
上
に
徹
底
し
た
コ
ス
ト
意
識

の
も
と
メ
リ
ハ
リ
の
あ
る
予
算
編
成
を

心
が
け
、
対
前
年
比
０
・
８
％
増
の
総

額
79
億
６
１
６
６
万
５
千
円
と
し
ま
し

た
。

　
歳
入
で
は
、
国
県
支
出
金
、
諸
収
入

の
増
加
を
見
込
み
、
財
源
確
保
の
た
め

に
財
政
調
整
基
金
か
ら
必
要
な
繰
り
入

れ
を
行
っ
た
と
こ
ろ
で
す
。

　
歳
出
で
は
、
議
会
費
、
総
務
費
、
民

生
費
、
教
育
費
を
増
額
予
算
と
し
、
衛

生
費
、
農
林
水
産
業
費
、
商
工
費
、
土

木
費
、
消
防
費
、
公
債
費
は
減
額
予
算

と
し
ま
し
た
。

　
氷
川
町
が
誕
生
し
て
20
年
の
節
目
を

迎
え
、
激
変
す
る
社
会
情
勢
を
的
確
に

捉
え
、
持
続
可
能
な
基
礎
自
治
体
と
し

て
の
方
向
性
を
示
す
大
切
な
時
期
を
迎

え
て
い
ま
す
。
令
和
７
年
度
は
「
人
口

減
少
の
克
服
と
地
域
産
業
の
活
性
化
に

向
け
た
新
た
な
挑
戦
」
と
位
置
づ
け
、

住
民
生
活
を
最
優
先
に
考
え
る
多
様
性

の
あ
る
視
点
と
財
政
健
全
化
を
見
据
え

た
徹
底
し
た
行
財
政
改
革
に
取
り
組
む

と
と
も
に
、
国
が
掲
げ
る
デ
ジ
タ
ル
化

社
会
と
地
方
創
生
理
念
を
念
頭
に
置
き
、

人
口
減
少
、
少
子
高
齢
化
、
地
域
産
業

の
活
性
化
、
企
業
誘
致
に
向
け
た
積
極

的
な
行
政
運
営
を
図
る
べ
く
氷
川
町
総

合
振
興
計
画
と
地
方
創
生
総
合
戦
略
に

基
づ
い
た
次
の
５
つ
の
ま
ち
づ
く
り
戦

略
を
掲
げ
、
町
民
の
皆
さ
ま
と
協
働
し

な
が
ら
『
小
さ
な
ま
ち
で
、
大
き
な
幸

せ
を
感
じ
る
田
園
都
市
・
氷
川
』
の
実

現
に
向
け
、
堅
実
か
つ
積
極
的
な
町
政

の
運
営
を
行
っ
て
い
き
ま
す
の
で
、
一

層
の
ご
協
力
を
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　
安
定
し
た
生
活
基
盤
を
確
保
す
る
た

め
に
は
、
基
幹
産
業
で
あ
る
農
業
・
商

工
業
に
活
力
と
魅
力
が
な
く
て
は
な
り

ま
せ
ん
。

　
農
業
振
興
策
と
し
て
は
、
足
腰
の
強

い
持
続
可
能
な
農
業
経
営
を
図
る
た
め

に
、
各
種
生
産
組
織
及
び
営
農
組
織
を

中
核
と
し
た
組
織
型
農
業
を
推
進
す
る

と
と
も
に
、
共
同
経
営
を
視
野
に
入
れ

た
農
事
組
合
法
人
や
担
い
手
農
家
の
育

成
を
図
り
ま
す
。

　
農
地
集
積
加
速
化
事
業
に
つ
い
て
は
、

既
に
農
事
組
合
法
人
と
し
て
設
立
し
た

６
法
人
の
経
営
安
定
に
向
け
支
援
し
て

い
き
ま
す
。

　
農
地
課
と
農
業
委
員
・
最
適
化
推
進

委
員
の
皆
さ
ま
と
の
連
携
に
よ
り
、
熊

本
県
中
間
管
理
機
構
を
活
用
し
た
農
地

の
集
積
を
積
極
的
に
推
進
し
ま
す
。

　
農
道
馬
原
１
号
線
道
路
改
良
工
事
で

は
、
用
地
買
収
を
行
い
ま
す
。

　
い
業
機
械
再
生
支
援
事
業
も
継
続
し

て
実
施
し
、
い
業
関
連
機
械
の
維
持
管

理
費
を
支
援
す
る
こ
と
に
こ
と
に
よ
り
、

生
産
機
械
の
長
寿
命
化
を
図
り
ま
す
。

　
農
業
次
世
代
人
材
投
資
事
業
、
有
害

鳥
獣
被
害
対
策
事
業
の
国
・
県
事
業
を

積
極
的
に
活
用
し
、
新
規
就
農
者
の
支

援
と
鳥
獣
被
害
の
抑
制
を
図
り
ま
す
。

　
氷
川
町
農
業
元
気
づ
く
り
支
援
事
業

は
、
い
ち
ご
重
要
害
虫
対
策
、
施
設
園

芸
高
温
対
策
、
露
地
野
菜
重
要
害
虫
対

策
、
梨
重
要
害
虫
対
策
、
柑
橘
類
品
質

向
上
対
策
、
葉
た
ば
こ
重
要
病
害
対
策
、

牛
異
常
産
予
防
ワ
ク
チ
ン
接
種
、
花
き

重
要
害
虫
対
策
の
８
つ
の
事
業
を
展
開

し
ま
す
。

　
ス
マ
ー
ト
農
業
普
及
促
進
事
業
、
農

業
用
水
浄
化
装
置
普
及
促
進
事
業
は
、

町
単
独
事
業
と
し
て
個
別
に
支
援
し
て

い
き
ま
す
。

　
ま
た
、
継
続
事
業
と
し
て
、
経
営
所

得
安
定
対
策
事
業
、
経
営
体
育
成
支
援

事
業
、
農
産
物
販
売
戦
略
強
化
対
策
、

農
産
物
輸
出
促
進
事
業
を
は
じ
め
、
農

地
の
利
活
用
調
整
、
利
用
状
況
調
査
な

ど
の
農
業
委
員
会
の
機
能
充
実
を
支
援

す
る
機
構
集
積
支
援
事
業
、
耕
作
放
棄

地
解
消
事
業
に
取
り
組
む
こ
と
と
し
て

い
ま
す
。

　
農
業
経
営
の
安
定
化
と
農
家
負
担
の

軽
減
を
目
的
と
し
た
農
業
収
入
安
定
化

事
業
に
つ
い
て
は
、
農
業
共
済
と
収
入

保
険
の
２
本
柱
で
支
援
し
ま
す
。

　
水
産
基
盤
整
備
交
付
金
事
業
で
は
、

ア
サ
リ
稚
貝
の
育
成
や
ハ
マ
グ
リ
の
母

貝
の
放
流
、
漁
場
の
耕
う
ん
を
継
続
し

て
実
施
し
ま
す
。

　
農
業
基
盤
整
備
促
進
事
業
と
し
て
、

県
営
事
業
に
よ
る
砂
川
排
水
機
場
の
下

部
工
、
ポ
ン
プ
、
電
気
設
備
の
制
作
、

若
洲
・
不
知
火
地
区
土
地
改
良
事
業
で

は
排
水
機
場
の
下
部
工
、
パ
イ
プ
ラ
イ

ン
の
更
新
、
用
排
水
路
の
実
施
設
計
、

竜
北
地
区
の
県
営
湛
水
防
除
事
業
で
は
、

排
水
機
場
の
上
屋
工
、
ポ
ン
プ
設
備
、

電
気
設
備
、
除
塵
設
備
の
設
置
と
と
も

に
１
号
導
水
路
整
備
を
実
施
し
ま
す
。

　
多
面
的
機
能
支
払
交
付
金
事
業
に
つ

い
て
は
、
30
地
区
で
取
り
組
ま
れ
て
い

る
農
村
環
境
の
保
全
と
改
善
に
向
け
た

取
り
組
み
を
氷
川
土
地
改
良
区
と
連
携

し
て
実
施
し
ま
す
。

　　
商
工
業
振
興
策
と
し
て
は
、
継
続
し

て
創
業
支
援
・
事
業
所
等
整
備
促
進
事

業
を
推
進
し
、
新
規
創
業
す
る
商
工
業

者
の
店
舗
と
機
械
器
具
の
整
備
、
既
存

の
商
工
業
者
の
店
舗
リ
フ
ォ
ー
ム
や
機

械
器
具
な
ど
の
更
新
を
支
援
し
ま
す
。

　
同
じ
く
継
続
事
業
と
し
て
、
若
手
後

継
者
や
創
業
予
定
者
の
経
営
力
向
上
に

向
け
た
ソ
フ
ト
面
の
支
援
を
行
う
た
め
、

若
手
後
継
者
育
成
事
業
を
実
施
し
ま
す
。

　
住
宅
リ
フ
ォ
ー
ム
等
促
進
事
業
を
継

続
し
て
実
施
し
、
中
小
建
築
業
者
の
支

援
と
空
き
家
対
策
と
し
て
の
地
域
環
境

の
改
善
と
と
も
に
、
町
内
商
工
業
の
振

興
を
図
り
ま
す
。

　
特
産
品
販
路
開
拓
事
業
を
販
売
戦
略

商
工
会
補
助
金
と
し
て
位
置
付
け
、
雇

用
の
確
保
、
商
工
会
活
動
の
支
援
と
商

工
業
者
の
経
営
革
新
を
支
援
し
ま
す
。

　
町
単
独
の
プ
レ
ミ
ア
付
き
商
品
券
に

つ
い
て
は
、
20
％
の
プ
レ
ミ
ア
を
付
け

発
行
枚
数
も
増
や
し
て
発
行
し
、
町
内

に
お
け
る
購
買
力
の
向
上
を
目
指
し
ま

す
。

　
企
業
誘
致
活
動
に
つ
い
て
は
、
農
地

保
全
と
の
均
衡
を
図
り
つ
つ
中
小
規
模

の
企
業
の
誘
致
を
目
指
し
て
、
「
農
村

地
域
へ
の
産
業
の
導
入
の
促
進
等
に
関

す
る
法
律
」
に
基
づ
く
氷
川
町
導
入
実

施
計
画
を
策
定
し
、
県
知
事
の
同
意
を

得
る
と
と
も
に
専
任
職
員
を
配
置
し
て

積
極
的
に
企
業
誘
致
活
動
を
展
開
し
ま

す
。

　
道
の
駅
竜
北
、
竜
北
公
園
、
氷
川
町

ま
ち
つ
く
り
酒
屋
、
立
神
峡
公
園
、
秋

魅
力
あ
ふ
れ
る
産
業
の
振
興

1
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町
社
会
福
祉
協
議
会
の
地
域
福
祉
活

動
計
画
及
び
組
織
改
革
計
画
を
踏
ま
え
、

社
会
福
祉
協
議
会
と
民
間
施
設
と
役
割

分
担
を
図
り
、
氷
川
町
に
適
応
し
た
社

会
福
祉
協
議
会
独
自
の
地
域
で
支
え
る

介
護
・
福
祉
の
環
境
づ
く
り
を
進
め
て

い
き
ま
す
。

　
学
校
給
食
共
同
調
理
場
規
模
拡
大
改

修
工
事
が
完
了
し
ま
し
た
の
で
、
２
学

期
か
ら
の
氷
川
中
学
校
の
給
食
統
合
に

向
け
環
境
を
整
備
し
ま
す
。

　
な
お
、
現
在
物
価
高
騰
に
対
す
る
給

食
食
材
費
の
補
助
を
実
施
し
て
い
ま
す

が
、
令
和
８
年
度
か
ら
国
が
実
施
す
る

小
学
校
給
食
無
償
化
に
合
わ
せ
て
、
中

学
校
の
給
食
も
町
独
自
で
無
償
化
す
る

こ
と
と
し
ま
す
。

　
新
規
事
業
と
し
て
、
宮
原
小
学
校
給

食
棟
解
体
工
事
と
竜
北
東
小
学
校
低
学

年
棟
屋
根
防
水
改
修
工
事
を
施
工
し
ま

す
。

　　
氷
川
町
文
化
セ
ン
タ
ー
内
に
設
置
し

た
教
育
支
援
セ
ン
タ
ー
の
活
用
に
よ
り
、

不
登
校
の
未
然
防
止
と
そ
の
解
消
を
図

り
、
児
童
生
徒
の
登
校
、
学
校
復
帰
を

支
援
し
て
い
き
ま
す
。

　
中
学
生
の
英
語
検
定
受
験
助
成
事
業

を
継
続
し
、
財
団
法
人
日
本
英
語
検
定

協
会
が
実
施
す
る
実
用
英
語
技
能
検
定

費
用
の
全
部
ま
た
は
一
部
を
助
成
し
、

英
語
に
対
す
る
学
習
意
欲
の
向
上
を
図

り
ま
す
。

　
小
中
学
校
に
導
入
し
た
Ｉ
Ｃ
Ｔ
機
器

（
電
子
黒
板
、
タ
ブ
レ
ッ
ト
な
ど
）
の

更
新
を
行
う
と
と
も
に
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ
支
援

員
２
人
を
配
置
し
、
学
習
支
援
を
行
う

こ
と
で
学
力
の
向
上
を
図
り
ま
す
。

　
継
続
し
て
教
職
員
Ｏ
Ｂ
を
指
導
主
事

と
し
て
配
置
し
、
教
職
員
の
授
業
力
向

上
、
学
級
経
営
、
生
徒
指
導
等
へ
の
指

導
助
言
と
と
も
に
、
本
町
教
育
の
特
色

で
あ
る
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
ス
ク
ー
ル
の

取
り
組
み
を
推
進
し
て
い
き
ま
す
。　

　
全
小
中
学
校
に
お
け
る
要
支
援
児
童

生
徒
へ
の
教
育
支
援
を
行
う
特
別
支
援

教
育
事
業
、
地
域
ぐ
る
み
で
学
校
運
営

を
支
援
す
る
地
域
学
校
協
働
本
部
事
業

も
継
続
し
て
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

特
に
、
特
別
支
援
教
育
支
援
員
に
つ
い

て
は
、
５
校
合
わ
せ
て
14
人
体
制
で
支

援
し
て
い
き
ま
す
。

　
小
学
校
部
活
動
が
社
会
体
育
に
移
行

し
て
７
年
が
経
過
し
ま
し
た
が
、
今
後

も
円
滑
な
活
動
が
図
ら
れ
る
よ
う
指
導

者
の
育
成
な
ど
の
支
援
を
行
う
と
と
も

に
、
中
学
校
部
活
動
の
地
域
へ
の
移
行

を
図
り
ま
す
。

　
幼
児
期
に
お
け
る
質
の
高
い
保
育
・

教
育
を
支
援
す
る
た
め
の
子
ど
も
・
子

育
て
支
援
事
業
計
画
及
び
新
次
世
代
育

成
支
援
対
策
行
動
計
画
に
基
づ
く
事
業

を
実
行
し
、
全
て
の
子
ど
も
と
子
育
て

家
庭
が
安
心
・
安
全
・
健
康
に
暮
ら
せ

る
町
を
目
指
し
て
い
き
ま
す
。

　
八
火
図
書
館
も
多
く
の
町
民
の
皆
さ

ま
に
ご
利
用
い
た
だ
い
て
い
ま
す
が
、

今
後
も
蔵
書
数
を
増
や
す
と
と
も
に
、

本
施
設
を
中
核
と
し
て
学
校
図
書
館
と

の
連
携
を
図
り
な
が
ら
積
極
的
に
図
書

活
動
を
実
施
し
て
い
き
ま
す
。

　
八
代
郡
ス
ポ
ー
ツ
協
会
と
氷
川
町
ス

ポ
ー
ツ
協
会
を
一
元
化
し
、
氷
川
町
文

化
協
会
と
と
も
に
組
織
の
強
化
と
会
員

の
拡
大
を
目
指
し
て
、
相
互
に
連
携
を

図
り
な
が
ら
、
社
会
体
育
と
文
化
の
振

興
に
向
け
た
支
援
を
行
い
ま
す
。

山
幸
二
ギ
ャ
ラ
リ
ー
が
相
互
に
連
携
を

と
り
な
が
ら
そ
の
活
用
を
図
る
こ
と
と

し
ま
す
。
特
に
、
氷
川
町
ま
ち
つ
く
り

酒
屋
に
つ
い
て
は
、
民
間
事
業
者
の
公

募
を
行
い
、
そ
の
有
効
活
用
を
図
り
ま

す
。

　
氷
川
ま
つ
り
、
梨
マ
ラ
ソ
ン
大
会
、

ヘ
ラ
ブ
ナ
釣
り
大
会
、
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ

大
会
な
ど
、
各
種
イ
ベ
ン
ト
に
つ
い
て

も
参
加
者
増
加
へ
の
工
夫
を
行
い
な
が

ら
、
町
外
か
ら
の
交
流
人
口
を
増
や
し

地
域
経
済
の
活
性
化
を
図
り
ま
す
。

　

　　
生
活
の
安
定
は
健
康
づ
く
り
と
い
う

視
点
か
ら
疾
病
の
早
期
発
見
、
早
期
治

療
を
促
進
し
、
町
民
の
皆
さ
ま
の
健
康

増
進
と
医
療
費
の
抑
制
を
図
る
た
め
、

保
健
予
防
、
検
診
事
業
、
健
康
相
談
、

保
健
指
導
、
食
生
活
改
善
指
導
を
さ
ら

に
強
化
推
進
し
ま
す
。

　
高
齢
者
等
福
祉
タ
ク
シ
ー
利
用
料
金

助
成
事
業
を
継
続
し
、
交
通
手
段
が
乏

し
い
高
齢
者
や
障
が
い
の
あ
る
皆
さ
ま

を
支
援
し
て
い
き
ま
す
。

　
病
児
・
病
後
児
保
育
が
八
代
北
部
地

域
医
療
セ
ン
タ
ー
を
事
業
主
体
と
し
て

実
施
さ
れ
て
い
ま
す
の
で
、
今
後
も
運

営
や
財
政
支
援
を
行
い
ま
す
。

　
八
代
市
・
市
及
び
郡
市
医
師
会
と
連

携
し
て
設
置
し
た
「
八
代
地
域
在
宅
医

療
・
介
護
連
携
支
援
セ
ン
タ
ー
」
を
核

と
し
て
、
地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
構

築
を
図
り
ま
す
。　

　
第
９
期
氷
川
町
介
護
保
険
事
業
計
画

に
基
づ
き
、
対
象
者
個
々
の
ニ
ー
ズ
に

応
じ
た
適
切
な
介
護
保
険
サ
ー
ビ
ス
を

提
供
し
ま
す
。

　
人
間
ド
ッ
ク
受
診
費
用
、
各
種
ガ
ン

検
診
費
用
、
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
予
防
接

種
費
用
の
助
成
を
継
続
し
て
実
施
し
ま

す
。

　
継
続
事
業
と
し
て
、
３
歳
未
満
児
の

保
育
料
の
無
償
化
、
３
歳
未
満
児
の
お

む
つ
代
や
ミ
ル
ク
代
な
ど
の
子
育
て
に

係
る
経
済
的
負
担
を
軽
減
す
る
た
め
の

物
価
高
騰
対
策
子
育
て
応
援
券
の
支
給
、

家
事
・
育
児
に
不
安
を
抱
え
る
ヤ
ン
グ

ケ
ア
ラ
ー
家
庭
を
訪
問
し
、
家
事
支
援

を
行
う
子
育
て
世
帯
訪
問
支
援
事
業
を

実
施
し
ま
す
。

　
子
育
て
・
定
住
促
進
対
策
と
し
て
、

現
在
の
高
校
生
ま
で
の
医
療
費
無
料
化
、

産
前
産
後
ホ
ー
ム
ヘ
ル
プ
事
業
、
す
こ

や
か
赤
ち
ゃ
ん
出
産
祝
金
支
給
事
業
を

継
続
し
て
実
施
す
る
と
と
も
に
、
保
健

師
を
中
心
と
し
た
子
育
て
世
代
の
支
援

を
促
進
し
て
い
き
ま
す
。

　
ま
た
、
昨
年
設
置
し
た
こ
ど
も
家
庭

セ
ン
タ
ー
を
拠
点
に
、
こ
ど
も
の
虐
待

や
悩
み
相
談
に
対
応
し
て
い
き
ま
す
。

　　
高
齢
者
及
び
障
害
者
福
祉
対
策
と
し

て
は
、
い
き
い
き
サ
ロ
ン
事
業
、
食
の

自
立
支
援
事
業
、
通
所
型
介
護
サ
ー
ビ

ス
事
業
、
高
齢
者
及
び
障
が
い
者
住
宅

改
造
助
成
事
業
の
継
続
を
は
じ
め
、
障

が
い
者
総
合
支
援
法
に
基
づ
く
さ
ま
ざ

ま
な
支
援
事
業
を
実
施
す
る
と
と
も
に
、

就
労
支
援
な
ど
の
自
立
支
援
に
も
取
り

組
ん
で
い
き
ま
す
。　

　
特
に
、
い
き
い
き
サ
ロ
ン
事
業
に
つ

い
て
は
、
全
地
区
で
開
催
さ
れ
て
い
ま

す
が
、
高
齢
者
の
み
な
ら
ず
地
域
の
各

年
代
層
の
方
々
が
関
わ
り
を
持
て
る
機

会
を
つ
く
り
、
地
域
ぐ
る
み
で
高
齢
者

を
見
守
る
環
境
づ
く
り
を
進
め
て
い
き

ま
す
。

地
域
で
い
き
い
き
と
暮
ら
せ
る

保
健
福
祉
の
ま
ち
づ
く
り

人
を
育
む

魅
力
あ
る
教
育
の
振
興

２

氷川町まちつくり酒屋

昨年度から始まった保健師・管理栄養士
によるもうすぐ１歳教室

3
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地
球
環
境
へ
の
負
荷
軽
減
に
よ
る
自

然
と
共
生
す
る
ま
ち
づ
く
り
を
め
ざ
し

て
、
太
陽
光
発
電
施
設
な
ど
へ
の
費
用

助
成
を
行
う
住
宅
用
新
エ
ネ
ル
ギ
ー
等

導
入
促
進
事
業
や
合
併
浄
化
槽
設
置
助

成
事
業
に
継
続
し
て
取
り
組
み
ま
す
。

　
八
代
市
環
境
セ
ン
タ
ー
に
お
け
る
氷

川
町
の
ご
み
広
域
処
理
が
開
始
さ
れ
ま

し
た
が
、
町
民
の
皆
さ
ま
の
ご
協
力
に

よ
り
円
滑
な
運
営
が
で
き
て
い
ま
す
。

今
後
も
生
ご
み
減
量
化
を
目
指
し
た
電

気
式
生
ゴ
ミ
処
理
機
と
コ
ン
ポ
ス
ト
購

入
助
成
は
継
続
し
て
実
施
し
、
ゼ
ロ
カ

ー
ボ
ン
シ
テ
ィ
理
念
の
普
及
を
図
り
、

ご
み
減
量
化
と
資
源
ご
み
の
回
収
に
努

め
て
い
き
ま
す
。

　
海
洋
環
境
保
全
に
資
す
る
と
と
も
に
、

河
川
環
境
保
全
へ
の
波
及
効
果
を
目
指

し
て
、
海
岸
漂
着
物
や
漂
流
・
海
底
ご

み
の
回
収
処
理
事
業
を
実
施
し
ま
す
。

　
防
災
・
防
犯
対
策
と
し
て
は
、
熊
本

地
震
を
踏
ま
え
て
一
部
見
直
し
た
氷
川

町
地
域
防
災
計
画
に
基
づ
く
対
応
を
徹

底
す
る
と
と
も
に
、
県
が
公
表
し
た
熊

本
県
津
波
浸
水
想
定
に
お
け
る
津
波
到

達
時
間
や
災
害
警
戒
区
域
の
指
定
を
踏

ま
え
、
氷
川
町
防
災
マ
ッ
プ
、
地
区
別

防
災
計
画
に
基
づ
き
、
総
合
防
災
訓
練

を
実
施
し
、
地
区
住
民
の
皆
様
の
防
災

意
識
の
醸
成
を
推
進
し
て
い
き
ま
す
。

　
防
犯
カ
メ
ラ
に
つ
い
て
は
、
防
犯
効

果
・
証
拠
能
力
に
よ
る
関
係
者
判
明
の

ツ
ー
ル
と
し
て
効
果
が
あ
り
ま
す
の
で
、

本
年
度
は
１
基
増
設
し
ま
す
。

　
防
災
行
政
無
線
を
活
用
し
、
必
要
な

情
報
を
適
時
適
切
に
提
供
す
る
と
と
も

に
、
災
害
対
応
資
機
材
及
び
食
糧
な
ど

の
備
蓄
を
計
画
的
に
進
め
て
い
き
ま
す
。

　
消
防
団
と
自
主
防
災
組
織
を
核
と
し

た
地
域
防
災
体
制
の
充
実
と
地
域
ぐ
る

み
で
見
守
る
防
犯
体
制
を
確
立
す
る
と

と
も
に
、
機
能
的
な
組
織
づ
く
り
を
図

り
ま
す
。

　
特
に
消
防
団
に
つ
い
て
は
、
消
防
活

動
資
機
材
や
装
備
の
整
備
を
図
る
と
と

も
に
、
団
員
定
数
を
定
数
４
８
０
人
へ

変
更
し
、
う
ち
10
人
は
女
性
消
防
団
員

を
確
保
し
ま
す
。

　
下
水
道
事
業
に
つ
い
て
は
、
県
営
事

業
で
進
め
て
い
ま
す
宮
原
処
理
区
の
八

代
北
部
流
域
下
水
道
へ
の
編
入
に
向
け
、

宮
原
浄
化
セ
ン
タ
ー
へ
の
暫
定
貯
留
施

設
の
設
置
工
事
を
県
と
連
携
し
て
施
工

し
ま
す
。

　
集
落
内
の
道
路
・
河
川
・
排
水
路
に

つ
い
て
は
、
氷
川
町
道
路
整
備
基
本
計

画
と
地
区
か
ら
の
要
望
と
の
整
合
性
を

図
り
な
が
ら
、
社
会
資
本
整
備
総
合
交

付
金
な
ど
国･

県
の
事
業
を
積
極
的
に

活
用
し
つ
つ
、
優
先
順
位
を
付
け
て
整

備
を
行
う
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

　
町
が
管
理
す
る
既
設
の
橋
梁
に
つ
い

て
は
、
橋
梁
の
長
寿
命
化
修
繕
計
画
に

基
づ
き
、
優
先
順
位
を
つ
け
て
改
良
工

事
を
行
い
ま
す
。

　
氷
川
警
察
署
跡
地
の
Ｐ
Ｆ
Ｉ
事
業
を

活
用
し
た
公
共
供
給
型
優
良
賃
貸
住
宅

建
設
事
業
に
つ
い
て
は
、
調
査
・
設
計

・
建
設
を
行
う
業
者
を
公
募
し
、
プ
ロ

ポ
ー
サ
ル
方
式
に
よ
り
選
定
し
ま
す
。

　　
定
住
促
進
施
策
の
一
環
と
し
て
、
継

続
事
業
と
し
て
空
き
家
バ
ン
ク
に
登
録

し
た
空
き
家
リ
フ
ォ
ー
ム
の
助
成
、
引

越
し
や
家
財
撤
去
費
の
助
成
を
行
う
と

と
も
に
、
移
住
体
験
住
宅
を
活
用
し
、

移
住
希
望
者
の
体
験
宿
泊
や
空
き
店
舗

や
遊
休
農
地
等
の
情
報
発
信
を
行
い
、

町
外
は
も
と
よ
り
県
外
か
ら
の
移
住
者

の
受
け
入
れ
を
行
う
移
住
定
住
促
進
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
事
業
の
充
実
を
図
り
ま
す
。

　
ま
た
、
氷
川
町
空
家
等
対
策
計
画
に

基
づ
く
氷
川
町
空
家
等
対
策
検
討
委
員

会
を
設
置
し
ま
し
た
の
で
、
当
委
員
会

を
核
に
管
理
不
全
空
家
や
特
定
空
家
な

ど
を
認
定
し
、
そ
の
解
消
を
目
指
し
ま

す
。

　
氷
川
町
が
誕
生
し
て
20
年
の
節
目
を

迎
え
ま
す
の
で
、
10
月
１
日
に
氷
川
町

誕
生
20
周
年
記
念
式
典
を
挙
行
し
ま
す
。

そ
の
際
に
現
在
制
作
中
の
Ｐ
Ｒ
パ
ン
フ

レ
ッ
ト
、
イ
メ
ー
ジ
ソ
ン
グ
、
イ
メ
ー

ジ
動
画
、
併
せ
て
今
後
制
作
す
る
ブ
ラ

ン
ド
マ
ー
ク
を
発
表
し
ま
す
。

　
自
治
体
Ｄ
Ｘ
の
一
環
と
し
て
、
国
の

交
付
金
を
活
用
し
た
電
子
決
済
シ
ス
テ

ム
、
住
民
票
な
ど
の
コ
ン
ビ
ニ
交
付
シ

ス
テ
ム
、
公
共
施
設
予
約
シ
ス
テ
ム
、

行
政
手
続
き
オ
ン
ラ
イ
ン
化
、
文
書
管

理
シ
ス
テ
ム
な
ど
を
導
入
し
ま
し
た
の

で
、
そ
の
円
滑
な
運
用
を
図
り
ま
す
。

併
せ
て
、
国
の
方
針
に
従
い
シ
ス
テ
ム

標
準
化
が
運
用
さ
れ
ま
す
の
で
、
デ
ジ

タ
ル
基
盤
改
革
支
援
補
助
金
を
活
用
し

て
環
境
の
整
備
を
図
り
ま
す
。

　
博
報
堂
プ
ロ
ダ
ク
ツ
と
の
連
携
協
定

に
基
づ
き
、
２
年
間
の
調
査
検
討
、
タ

ス
ク
フ
ォ
ー
ス
に
よ
る
研
究
協
議
を
行

い
、
課
題
解
決
に
向
け
た
提
案
を
取
り

ま
と
め
ま
し
た
。
持
続
可
能
な
氷
川
町

の
実
現
に
む
け
た
課
題
解
決
重
点
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
を
推
進
す
る
た
め
に
、
地
域

活
性
化
起
業
人
と
地
域
力
創
造
ア
ド
バ

イ
ザ
ー
を
活
用
し
、
そ
の
専
門
知
識
・

経
験
・
人
脈
を
活
用
し
地
域
課
題
解
決

に
向
け
た
取
り
組
み
を
展
開
し
て
い
き

ま
す
。

　
第
２
次
氷
川
町
総
合
振
興
計
画
、
第

２
期
地
方
創
生
総
合
戦
略
、
氷
川
町
国

土
強
靭
化
地
域
計
画
で
示
し
た
ま
ち
づ

く
り
の
基
本
方
針
や
各
種
施
策
を
着
実

に
遂
行
す
る
た
め
に
は
財
源
が
必
要
で

す
の
で
、
創
意
工
夫
に
よ
る
財
源
の
確

保
と
堅
実
な
財
政
運
営
を
図
っ
て
い
き

ま
す
。

　
氷
川
町
第
２
次
行
政
改
革
大
綱
と
実

施
計
画
に
基
づ
い
た
改
革
を
確
実
に
実

践
す
る
と
と
も
に
、
堅
実
な
行
財
政
運

営
を
行
う
た
め
に
も
、
進
捗
状
況
の
確

認
と
成
果
の
検
証
を
行
い
、
堅
実
な
行

財
政
運
営
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

　
さ
ら
に
効
率
の
よ
い
機
能
的
な
行
政

組
織
と
す
る
た
め
、
公
共
施
設
の
管
理

運
営
計
画
に
基
づ
き
適
正
な
施
設
管
理

と
効
率
的
な
運
用
に
努
め
て
い
き
ま
す
。

　
行
政
運
営
の
原
動
力
で
あ
る
職
員
の

能
力
開
発
と
育
成
に
尽
力
す
る
と
と
も

に
、
人
事
評
価
を
厳
正
に
行
い
、
処
遇

へ
反
映
さ
せ
ま
す
。

　
住
民
と
行
政
の
協
働
に
よ
る
ま
ち
づ

く
り
を
進
め
て
い
く
う
え
で
は
、
町
民

の
皆
さ
ま
と
の
対
話
と
協
調
が
重
要
で

あ
り
、
情
報
を
共
有
す
る
必
要
が
あ
り

ま
す
の
で
、
さ
ま
ざ
ま
な
機
会
を
通
し

て
民
意
の
聴
取
と
情
報
提
供
に
努
め
て

い
き
ま
す
。

　
大
空
町
と
の
人
材
交
流
や
物
産
の
相

互
交
流
を
継
続
す
る
と
と
も
に
、
ペ
ル

ー
共
和
国
と
の
友
好
の
絆
を
深
め
て
い

き
ま
す
。

　
行
政
運
営
そ
の
も
の
が
、
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ

（
誰
一
人
取
り
残
さ
な
い
社
会
の
実
現
）

に
繋
が
る
も
の
と
確
信
し
て
、
住
民
主

体
の
行
政
運
営
に
取
り
組
ん
で
い
き
ま

す
。

　
以
上
、
５
つ
の
ま
ち
づ
く
り
戦
略
を

令
和
７
年
度
の
町
政
運
営
の
基
本
方
針

と
し
て
、
安
心
し
て
暮
ら
せ
、
幸
せ
を

実
感
で
き
る
持
続
可
能
な
田
園
都
市
・

氷
川
の
創
造
を
目
指
し
て
、
職
員
と
と

も
に
全
身
全
霊
を
傾
注
し
て
、
緊
張
感

を
持
っ
て
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
の
で
、

一
層
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
申

し
上
げ
ま
す
。

む
す
び
に

住
民
自
治
を
支
え
る

行
政
運
営
の
推
進

5

各種団体から意見を聞きながら
計画を審議（総合振興計画審議会）

地域防災の要である消防団
（操法大会）

役場職員が事業提案を行った
タスクフォース

魅
力
あ
る
暮
ら
し
や
す
い

ま
ち
づ
く
り 4

解体工事が完了した
氷川警察署跡地
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ま ち の ト ピ ッ ク ス

中西 律
りつ

さん（柳の江）は、1月31日に100歳を迎えました。
ムードメーカーで話すことが大好きな中西さん。運動をた
くさんしたり、パックを使って美容に気を使ったりしなが
ら、楽しく年齢を重ねてきたそうです。「話すことが最高
の喜びです」と笑顔で話されました。

祝100歳　長寿表彰
1/31

八代・宇城地域からい製品部門に118点、い草部門に116
点が出品された今大会。品質や規格など総合的な審査に
より、早川 猛

たけし
さん・克

か つ み
美さん（北鹿野）がい製品の部で

2年連続の農林水産大臣賞を受賞しました。

2/6
第50回熊本県い業大会（い製品・い草品評会）

誰かや地域のために頑張る子どもたちの行いをたたえる
この表彰で、川口 はなさん（今・宮原小5年）が県内の学
校からの推薦69件の中から高齢者等支援の部で特別賞
を受賞しました。毎朝自宅前で登校の見守りをしてくれて
いる女性の姿が見えないことを心配し、体調を気遣う手
紙を自宅ポストに投函した川口さん。女性を思う優しい行
動から今回の受賞となりました。受賞を受けて川口さんは
「次の日元気な姿を見てホッとしました。これからも地域
の人達との交流を大切にしていきたいです」と話しました。

2/5
県教育委員会主催 くまもとの笑顔・未来を創る児童生徒表彰特別賞を受賞

天草市陸上競技場をスタート、熊本市中央区の上通アー
ケード前でフィニッシュする18区間の100.5ｋｍのコース
で、19郡市の代表が熱戦を繰り広げました。今大会から
男女混合チームとなり、八代郡チームでは兄弟のほか父
と娘での同時出場が実現。他のチームに負けないチーム
ワークで最後までタスキを繋ぎました。

2/9　　
第51回郡市対抗熊日駅伝

氷川町子ども会
令和6年度活動紹介

令和6年度も子どもたちの「やってみたい！」を応援した
いと、「育成者」や地域の皆さんに支えてもらい、さまざ
まな活動を行ってきました。たくさんの経験を通して、子
どもたちが成長する姿は、保護者だけでなく地域の大人
にも元気を分けてくれています。子ども会を支えるジュニ
ア・リーダーも大活躍してくれました。
問　氷川町子ども会育成連絡協議会（生涯学習課内）

　　☎0965-52-5860

各地区子ども会会長が今年度の
活動について話し合いました。

4月4日 年度始めの話し合い

3校の小学生の願い事を文化セン
ターと八火図書館に飾りました。

7月 七夕飾り 7月1日 球技大会

熱戦が続き、育成者の応援にも
力が入りました。

7月29日 納涼祭流し踊り

しっかり練習して、みんなで楽し
く踊り、町を盛り上げました。

７月30日～8月2日 夏休みプログラム

宿題の後は、ジュニアリーダーと
工作や料理を楽しみました。

8月2日 お子様ランチ作り

とてもおいしいハンバーグがで
きました。

8月 地蔵祭り（造り物）

みんなの七夕の短冊を大きなロ
ケットに乗せて、飛ばしました。

8月24日 地蔵祭り子ども広場

ジュニア・リーダーが運営。多く
の人でにぎわいました。

10月13日 三神宮秋季例祭 子供神輿

各地区で参加。地域の人に喜ん
でもらえてうれしかったです。

12月15日 クリスマスケーキづくり

それぞれが世界に1つの素敵な
クリスマスケーキを作りました。

12月21日 ミニ門松づくり

立派な門松が完成。伝統文化を学
び新年を迎える準備ができました。

3月2日 子ども会大会
１年間の活動を報告。子どもたち
の成長が感じられました。
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ま ち の ト ピ ッ ク ス

第55回日本少年野球
春季全国大会

第35回全九州選抜高等学校
バレーボール大会

山本 百
も も か

日花 さん（高塚）
八代白百合高等学校	1年

永田 琉
る い

偉 さん（有佐）
氷川中学校	2年

上村 心
み ゆ う

優 さん（町）
八代白百合高等学校	2年

　　　 　　全国大会等出場者紹介

第35回全九州選抜高等学校
バレーボール大会

氷川町文化センターで開催され、72人が参加しました。
公民館大会では、ふれあい大学、シニアのためのスマホ講
座、人権学習出前講座についての報告が行われました。
人権啓発集会では、人権作品の表彰のほか、モバイル・ネ
ットワーク研究所代表の松川 由美さんによる「ネットワー
ク社会に潜む人権問題」と題した講演も行われました。

2/23
氷川町公民館大会・人権啓発集会

昨年10月に結成された青パト隊「氷川ブルーウェーブ」が、
行政・警察・防犯団体が連携して事件・事故に関する情
報交換を行う活動拠点「青パトサロン・スリーサークル」
を開設しました。初回は、鹿島駐在所で身近な場所で発
生する事件・事故や効果的なパトロール活動について、警
察官を交えて意見交換を行いました。

2/28
青パトサロン開設

氷川中学校と竜北中学校で卒業式が行われました。氷川中学校では、40人
の卒業生を代表して繁村 清

き よ し ろ う
士朗さん（新村南）が在校生へのエールや、

先生や保護者、地域の人たちへの感謝を伝えながら、「これまでの思い出と
みんなとの絆を胸に自信を持って進み続けたい」と決意を述べました。卒業
生は、出席者の大きな拍手に見送られ、学び舎を後にしました。

この日撮影した写真を
掲載しています▶

町公式インスタグラム

3/7
町内中学校卒業式

　　　 　　新しい行政相談員が就任

町では2カ月に1度、行政サービスについての困りごとなどを相談する行政
相談所を開設しています。今年度から新しい行政相談員が就任しました。
● ひと言
少しでも皆さまのお役に立てればと思います。頑張りますのでよろしくお願
いいたします。

吉田	美
み ち よ
智代さん（桜ヶ丘）

より楽しく！より使いやすく！新しくなりました

竜北公園の遊具
幼児向けの複合遊具を竜北公園お祭り広場の
南側に新たに設置しました。ご家族皆さんで
ぜひ遊びに来てください。

立神峡公園のトイレ

和式トイレを洋式トイレにし、新たに多目的ト
イレも設置しました。おむつ交換台なども完備
され、小さいお子さんと一緒でも安心です。

４月の相談日：18日㊎ 13時30分～15時30分 竜北福祉センター
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問　福祉課	福祉係	☎0965-52-5852

低所得世帯に対する支援として住民税非課税世帯に対して１世帯あたり30,000円を給付します。加えて、
住民税非課税世帯の中にいる18歳以下の子どもに対して１人あたり20,000円の加算給付も行います。

問　町民課	保健予防係	☎0965-52-7154

帯状疱疹は、水痘帯状疱疹ウイルスが再活性化することで、神経に沿って痛みを伴う水痘（水ぶくれ）が現
れる皮膚の病気です。皮膚の症状が治った後にも痛みが残り、日常生活に支障をきたすこともあります。
今年度から65歳以上の人などへの帯状疱疹ワクチン予防接種は、法律に基づき定期接種となりました。
町では接種費用の一部を助成します。対象となる人には、個別通知でお知らせします。

4月から帯状疱疹ワクチン予防接種費用の一部を助成します

物価高騰対応重点支援給付金

▶	対象世帯　次の要件を満たす世帯
　①令和6年12月13日時点で氷川町に住民登録されている世帯
　②世帯全員の令和6年度の住民税均等割が非課税である世帯
　※非課税世帯のうち、住民税が課税されている人の扶養親族のみで構成されている世帯は、対象となり
　　ません。
▶	申請方法　対象となる世帯には、町から給付内容や確認事項が書かれた確認書が届きます。内容を確
　認して、町へ返信してください。
　※世帯の中に、令和6年1月2日以降に転入した人がいる場合や住民税未申告の人がいる場合は、課税
　　状況の確認のため、別途手続きが必要となります。

申請期限：令和7年7月31日㊍

▶	対象者　氷川町に住民票のある次の人
　①令和7年度内に65歳となる人　
　②60歳～64歳で、ヒト免疫不全ウイルス（HIV）による免疫の機能障害があり、日常生活がほとんど不
　　可能な人
　※経過措置として、定期接種の開始から5年間（令和11年度まで）は次の人も対象です。
　　①各年度に70・75・80・85・90・95・100歳となる人　②101歳以上の人（令和7年度のみ）
▶	ワクチンの種類と接種の方法

年度によって対象者が異なります。接種の機会を逃さないようにご注意ください。

種類 ビゲン（生ワクチン） シングリックス（組換えワクチン）

接種方法 皮下に1回接種 筋肉内に2か月以上の間隔を空け2回接種

自己負担金 2,640円 1回あたり6,600円

　※ビゲン（生ワクチン）は、病気や治療で免疫が低下している人は接種できません。
　※助成金の申請は不要です。接種料金から町の助成金を引いた料金が自己負担金として請求されます。

問　町民課	戸籍環境係　	☎0965-52-5851

令和7年度　狂犬病予防注射接種の日程

町では以下の日程で狂犬病予防集合注射を実施します。生後3カ月（91日）
以上の犬は、毎年１回の狂犬病予防注射の接種が義務付けられています。
当日集合注射に来ることができない場合や犬の健康状態が心配な場合は、
最寄りの動物病院での接種をお願いします。
▶	日程など

詳しくは
町ホームページから

！ 犬の飼い主のマナー

犬を飼い始めた日（生後90日以内の犬は、生後90日を経過した日）から30日以内
に、その犬の所在地を所管する市町村で犬の登録をしなければなりません。
※登録後、飼い犬が死亡したり、飼い主が変わったりするなど登録事項に変更が生
　じた場合は、必ず町民課	戸籍環境係に届け出てください。

（違反した場合、罰則を受けることがあります。）

犬の生涯で１回の飼養登録が義務付けられています1

放し飼いは禁止されています２

放し飼いの犬は保健所に捕獲収容されることがあります。保健所からの返却時は、
手数料4,000円と飼養管理費1日あたり300円が発生します。散歩のときにも必ず
リードなどを付け、離さないでください。

人に危害を加えた場合は全て飼い主の責任です３

人をかんでしまった時は、飼い主はすぐに保健所へ届けてください。
　八代保健所	☎0965-33-3198

飼い犬を捨てることは禁止されています４

飼い主は終生飼育に努めなければなりません。

期日 時間 場所

4月22日㊋
9時～10時

宮原振興局	駐車場
13時30分～14時 ※

4月23日㊌
9時～10時 JAやつしろ吉野果実選果場

13時30分～14時30分 氷川町役場裏	車庫

※22日の午後のみ時間が30分と短くなっています。ご注意ください。
▶	費 用　3,300円（予防注射料と注射済票交付手数料）
　　　　　　	※新たに犬を登録する場合には、別途3,000円の手数料がかかります。

広報ひかわ 2025年４月号15 14Hikawa Town Public Relations



問　農業振興課	農産係	☎0965-52-5854

令和6年6月から9月の猛暑（干ばつ）により大きな被害を受けた町内に住所
または事業所のある柑橘類生産者・販売者へ支援を行います。
※支援を受ける場合、被害調査を行いますので、ご協力ください。

令和6年猛暑（干ばつ）などによる柑橘類被害への支援

対象期間内に購入した対象農薬の購入代金（税抜）の2分の1を補助します。事業費の上限は、栽培
面積10aあたり11,000円までです。（補助金の上限は10aあたり5,500円）
▶	対象農薬	 ハーベストオイル・モスピランSL液剤・ジマンダイセン水和剤・ベンレート水和剤
	 べフラン液剤25
▶	対象期間	 令和6年10月1日から令和7年5月31日
▶	必要書類	 購入した農薬の種類・納品日・購入額などが確認できる書類（納品書・領収書など）

防除経費の一部補助1

セーフティーネット資金利子補給２

農林漁業セーフティーネット資金の借入金に対しての利子額を全額補助します。補助には、町長が発行
する被災証明の交付を受ける必要があります。
▶	対象期間	 日本政策金融公庫の融資を受けた日から10年以内
▶	必要書類	 ①融資の決定が確認できる書類　②振込口座（本人名義）の通帳

申請期限など詳しくは
町ホームページから
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第 20 回いちご杯
九州ヘラブナ釣り大会in 氷川

愛好家・一般・ジュニアの部で釣り上げたヘラブナの重
量を競います。ジュニアの部では、道具一式のレンタル
もあります。

4月27日（日）不知火干拓貯水池
受付：7時～7時30分　競技：7時30分～12時　

問　氷川町ヘラブナ釣り大会実行委員会　
　	（地域振興課内）☎0965-62-2315

参加賞には甘くて美味しい和鹿島いちごを贈呈！

申し込みはこちらから

■	参 加 費	 高校生以上	2,000円
	 中学生以下	1,000円
■	申込期限	 4月18日㊎（当日参加可）

お 知 ら せ

募集

問　熊本県聴覚障害者情報提供センター
　　☎096-383-5595

令和7年度要約筆記者養成講座

聴覚障がい者のコミュニケーションを支援する要
約筆記者（手書き・パソコンを用いた文字による
通訳を行う者）の養成講座です。聴覚障害に関す
る基礎知識、要約筆記の基礎から応用まで学ぶ
ほか、実習による実技指導などがあります。
■	日程　5月上旬～10月上旬（全22回・86時間	
■	対象　高校卒業以上の人で、聴覚障がい者へ
の支援活動に参加できる人
■	定員　手書きコース・パソコンコース各10人
■	費用　4,000円（テキスト代）

問　町民課	国保年金係　☎0965-52-5851

はり・きゅう等施療券の交付

4月1日から令和7年度分のはり・きゅう等施療券
を交付します。交付の際には、本人確認を行いま
すので、運転免許証など本人確認のできるものを
持参してください。
■	交付要件　町税に滞納がない次のいずれかの
人①氷川町国民健康保険の加入者で40歳以上の
人②後期高齢者医療保険に加入している人
■	助成額　1枚1,500円を10枚まで（発行後に
紛失しても再交付はできません。）
■	使用期限　令和8年3月31日㊋
■	交付場所　町民課国保年金係・宮原振興局
※氷川町で登録のない施療所では、利用できま
せん。事前に施療所にご確認ください。

健康・福祉

障がいや難病のある人の日常生活用具給付申請
の一部が、オンラインでできるようになりました。
原則、事前申請となりますのでご注意ください。
■	対象　ストマ用具（消化器系）・ストマ用装具
（尿路系）・紙おむつ
■	申請の流れ　①下記QRコードから申請②後日
町から送付される決定通知を確認③購入
■	申請締切　該当月の15日まで（閉庁日の場合
は、翌開庁日）（例：4月分のストマ用装具は4月
15日までに申請）

問　福祉課	福祉係	☎0965-52-5852

日常生活用具給付の
オンライン申請を開始します

申請はこちらから

問　生涯学習課　☎0965-52-5860

初心者大歓迎！スマホ教室

スマホアドバイザーによる初心者でもわかりやす
いスマホ教室を開催します。スマートフォンを使っ
て、暮らしを楽しくしませんか。
■	日程　4月16日㊌	
■	場所・時間

場所 時間

氷川町公民館	研修室 10時～12時
氷川町文化センター	大会議室 14時～16時

※各会場定員20人（10人に満たない場合は中止
■	内容　①地図とカメラを活用するお出かけ編
②Googleアプリを活用する調べもの編
■	申込方法　問い合わせ先まで電話
■	申込期限　4月11日㊎
※教室で使用するスマートフォンは貸し出します。

）

）

無料

広報ひかわ 2025年４月号17 16Hikawa Town Public Relations



お 知 ら せ

ひかわの学
まな

び舎
や

月5 12 日 ㊊

氷川町健康センター

日時

場所

第1部
13時30分

第2部
14時15分

● いきいき健診（申込制・先着20人）
　　体力や筋肉量を測定します。健康運動指導士が
　　あなたにあった運動方法も提案します。
　　※町内在住の65歳以上の人が対象です。
● そのほかにも申込なしで参加できる企画も！
　　骨密度を保つ栄養の話
　　骨密度測定・InBody（体組織）測定
　　認知症について気軽におしゃべり「おれんじカフェ」

認知機能低下予防講座（申込制）
　「いきいき元気アップ体操」
　　講師：八代北部地域医療センター作業療法士

問・予約　福祉課介護保険係 ☎0965-52-5852／氷川町地域包括支援センター ☎0965-52-5335

問　八代保健所	☎0965-33-3197

この調査は、保健、医療、福祉、年金、所得などの
実態を把握し、国の施策に必要な基礎資料を得
ることを目的とした大変重要な調査で、厚生労働
省が毎年実施しています。事前調査のため、4月
下旬から調査員が世帯を訪問します。対象地区に
お住まいの方は、ご協力よろしくお願いします。
■	対象地区　吉本・高塚・東網道・中網道地区の
それぞれ一部
■	調査期日　世帯票、健康票、介護票：6月5日
㊍・所得票、貯蓄票：7月10日㊍

国民生活基礎調査が行われます

お知らせ

問　熊本県旧優生保護法相談窓口
　　☎096-333-2352

旧優生保護法にかかる補償金などの
請求受付が始まっています

昭和23年から平成8年までの間に、旧優生保護
法に基づき、優生（不妊）手術（子どもができなく
なる手術）や人口妊娠中絶を受けた人に対する
補償金などの受付が1月から始まっています。請
求について詳しくはお問い合わせください。

補償金
■	対象　旧優生保護法に基づく優生手術を受け
た人・配偶者・その遺族
■	支給額　本人：1,500万円・配偶者：500万円

優生手術・人工妊娠中絶手術一時金
■	対象　旧優生保護法に基づく優生手術または
人工妊娠中絶手術を受けた本人
■	支給額　優生手術：320万円・人工妊娠中絶
手術：200万円

熊本県ホームページ

問　町民課	戸籍環境係　☎0965-52-5851

偽造防止対策が強化された新たなパスポートが
発行されることに伴い、申請から受け取りまでに
3週間程度を要するようになります。海外に渡航
予定のある人や有効期間が渡航先の出入国条件
に満たない人は、1カ月前を目安に申請をお願い
します。

３月24日申請分から
パスポートが新しくなりました

交付日数の変更

マイナポータルによるオンライン申請は、窓口申
請より手数料が安価となります。オンライン申請
では、戸籍謄本の提出も不要となるため、戸籍謄
本の取得手数料もかかりません。

手数料の変更

10年旅券 5年旅券 こども旅券

オンライン 15,900円 10,900円 5,900円
窓口 16,300円 11,300円 6,300円

政府広報オンライン

相談

これまで主
おも
に障
しょう
がい種

しゅべつ
別ごとに対

たいおう
応していた障

しょう

がいのある人
ひと
の相

そうだんまどぐち
談窓口が、エリア担

たんとうせい
当制に変

へん

更
こう
になります。これまでの相

そうだんさき
談先と異

こと
なる場

ばあい
合で

も、特
とくべつ
別な手

て つ づ
続きをすることなく新

あたら
しい相

そうだんさき
談先

に相
そうだん
談できます。

問
とい
　福

ふ く し か
祉課	福

ふくしがかり
祉係	☎0965-52-5852

障
しょう

がいのある人
ひと

の相
そうだんまどぐち

談窓口が
エリア担

たんとうせい
当制に変

か
わります

氷
ひかわちょう

川町に住
す

む人
ひと

の相
そうだんさき

談先

氷
ひかわがくえんそうだんしえんじぎょうしょふうしゃ

川学園相談支援事業所風舎
■	住

じゅうしょ
所　氷

ひかわちょうみやはら
川町宮原1176-2

■	電
でんわばんごう

話番号　0965-62-4081
■	相

そうだんいんでんわばんごう
談員電話番号　090-5730-7102

■	FAX番
ばんごう

号　0965-62-4080
■	メールアドレス　soudan@seiryu-hikawa.
com
■	営

えいぎょうび
業日　月

げつようび
曜日～金

きんようび
曜日（祝

しゅくじつ
日を除

のぞ
く。）

■	営
えいぎょうじかん

業時間　8時
じ
30分

ぷん
～17時

じ
30分

ぷん

税

一定等級以上の障害者手帳や療育手帳の交付を
受けている人は、軽自動車税（種別割）が減免に
なる場合があります。減免を受けるには、申請が
必要です。
■	申請窓口　税務課・宮原振興局
■	申請期限　5月23日㊎
■	必要書類　車検証・該当の障害者手帳など・
運転する人の運転免許証・マイナンバーカードま
たは通知カード・通院証明書（運転者が障がい
者本人ではない場合）
※減免は障がいのある人１人につき１台のみ

軽自動車税（種別割）の減免

問　税務課	住民税係	☎0965-52-5853

熊本県子ども・若者総合相談センターは、社会参
加や社会的自立に困難を抱える子どもや若者な
どを対象とした総合支援窓口です。医療・就労・
生活・学校など支援機関をネットワークでつなぎ、
ワンステップで相談に応じます。電話やメールで
も相談を受け付けています。
■	対象　主に15歳～39歳までの人とその家族・
友人・知人・支援者など
■	連絡先　電話：096-387-7000（月曜～金曜
8時30分～21時）・メール：kowaka-cocon@
wind.ocn.ne.jp

問　熊本県子ども・若者総合相談センター
　　～	COCON	ここん	～　☎096-387-7000

不登校や引きこもり、ニートなど
子ども・若者やその家族を支援します

熊本県子ども・若者総合相談
センターホームページ

第1回

13時30分～16時

自分の体を知り、健康寿命をのばすための新しい
4 4 4

場ができます！

（参加費無料）

参加者
募集中

厚生労働省ホームページ
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竜
北
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学
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2
月
21
日
に
2
年
生
が
「
立
志

式
」
を
行
い
ま
し
た
。
今
年
度
は
、

鍛
錬
活
動
と
し
て
龍
峯
山
へ
の
登

山
を
行
い
、
5
合
目
に
あ
る
展
望

広
場
で
一
人
一
人
が
大
き
な
声
で

「
立
志
の
誓
い
（
決
意
表
明
）
」

を
行
い
ま
し
た
。
そ
れ
ぞ
れ
の
生

徒
が
、
今
の
自
分
が
考
え
る
将
来

の
“
夢
”
に
つ
い
て
、
声
高
ら
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に
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言
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ま
し
た
！

氷
川
中
学
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郡
市
対
抗
熊
日
駅
伝
大
会
に
氷

川
中
学
校
か
ら
濱
口
さ
く
ら
さ
ん

（
1
年
）
、
片
山
梨
花
さ
ん
、
久

保
田
瑞
希
さ
ん
、
藤
原
絆
月
さ
ん

（
2
年
）
、
窪
田
優
愛
さ
ん
（
3

年
）
の
5
人
が
出
場
し
ま
し
た
。

結
果
は
、
全
19
チ
ー
ム
中
18
位
と

健
闘
し
た
走
り
が
で
き
ま
し
た
。

中
で
も
１
区
の
濱
口
さ
ん
は
、
中

学
1
年
生
区
間
を
全
体
の
8
位
で

走
り
、
八
代
郡
チ
ー
ム
を
ス
タ
ー

ト
か
ら
勢
い
付
け
て
く
れ
ま
し
た
。

応
援
や
補
助
員
な
ど
関
係
者
の
皆

様
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

感
謝
の
心
を
伝
え
た

　　     　
「
あ
り
が
と
う
給
食
会
」

竜
北
西
部
小
学
校

　

3
月
4
日
、
お
世
話
に
な
っ
て

い
る
通
学
路
見
守
り
隊
、
民
生
・

児
童
委
員
、
婦
人
会
の
皆
様
を
お

招
き
し
て
「
あ
り
が
と
う
給
食

会
」
を
開
催
し
ま
し
た
。
子
ど
も

た
ち
を
い
つ
も
温
か
く
見
守
っ
て

く
だ
さ
る
地
域
の
方
の
お
か
げ
で
、

毎
日
楽
し
く
、
安
心
・
安
全
な
学

校
生
活
を
送
る
こ
と
が
で
き
て
い

ま
す
。
ク
ラ
ス
ご
と
に
感
謝
の
気

持
ち
を
伝
え
な
が
ら
、
温
か
い
雰

囲
気
の
中
で
一
緒
に
給
食
を
い
た

だ
き
ま
し
た
。
１
年
間
、
本
当
に

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

楽
し
か
っ
た
よ
！

　　　　　　　　　
6
年
生
を
送
る
会

竜
北
東
小
学
校

　

2
月
28
日
は
「
6
年
生
を
送
る

会
・
お
別
れ
遠
足
」
が
あ
り
ま
し

た
。
ま
ず
は
、
体
育
館
で
6
年
生

を
送
る
会
を
行
い
ま
し
た
。
ゲ
ー

ム
「
じ
ゃ
ん
け
ん
列
車
」
や
ク
イ

ズ
「
6
年
生
か
ら
の
挑
戦
状
」
な

ど
で
、
大
好
き
な
6
年
生
と
の
交

流
の
時
間
を
楽
し
く
過
ご
し
ま
し

た
。
心
配
し
て
い
た
天
気
も
回
復

し
、
晴
天
の
中
お
別
れ
遠
足
に
行

き
ま
し
た
。
6
年
生
と
の
楽
し
い

思
い
出
が
た
く
さ
ん
で
き
ま
し
た
。

６
年
生
を
送
る
会
＆

　　　　　　　　　     　
お
別
れ
遠
足

宮
原
小
学
校

　

2
月
28
日
、
「
6
年
生
を
送
る

会
」
と
「
お
別
れ
遠
足
」
が
あ
り

ま
し
た
。
学
年
別
に
歌
や
ク
イ
ズ
、

メ
ッ
セ
ー
ジ
な
ど
の
発
表
を
通
し

て
、
お
互
い
に
感
謝
の
気
持
ち
を

伝
え
合
い
ま
し
た
。
ま
た
、
異
学

年
で
の
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
も
行

い
ま
し
た
。
そ
の
後
、
宮
原
防
災

公
園
へ
向
か
い
、
み
ん
な
で
お
弁

当
を
お
い
し
く
い
た
だ
い
た
り
、

友
だ
ち
と
会
話
を
楽
し
ん
だ
り
し

ま
し
た
。
帰
り
は
、
地
区
別
に
安

全
に
下
校
し
ま
し
た
。

氷川っ子スクールニュース

郡
市
対
抗
熊
日
駅
伝
大
会　

　　　　　　　　　　 

に
5
人
が
出
場

コミュニティ・スクールだより

地域学校協働本部だより

 問　氷川町地域学校協働本部（生涯学習課内）☎0965-52-5860

　コミュニティ・スクールとは、学校運営協議会を設置した学校のことを言います。地域住民や保護者、教職員、行政職

員、子どもが委員となり、五者連携して学校や地域の「願い」を実現するために話し合い、地域学校協働本部と連携し

て活動します。地域で学校を元気にしながら、そして子どもたちが地域を元気にしながら学校や地域の課題解決に力を

発揮するコミュニティ・スクールを目指します。

一緒にやってみよう！ 学校にはこんな課題
もあるのかも？

私にはこんなこと
ができそう！

課題解決の提案

課題などの共有

学
校
運
営
協
議
会

悩み 課題

文部科学
大臣賞受賞

竜北中学校区のオータム交竜会の取り組みが「コミュ

ニティ・スクールと地域学校協働本部活動の一体的推

進」に係る文部科学大臣賞を受賞しました。子どもたち

を真ん中に、地域の皆さんのご尽力の賜物です。

目指す子ども像：ふるさとの大地に輝く氷川っ子

問　氷川町小中学校コミュニティ・スクール連携協議会事務局（学校教育課内）☎0965-52-5859

当日の様子はこちらにも掲載しています▶

　地域学校協働本部は、地域と学校が連携・協働し、子どもたちの成長と学びを深める活動を支援しています。

地域に開かれた学校づくりと地域との交流のために、皆さんの協力で多くの活動に取り組んでいきます。

地域学校協働本部

地域コーディネーター

地域住民・PTA・婦人会・読み聞かせグループ・

JA・郵便局・警察署・消防署・ボランティア協

議会・商工会・老人会・幼稚園・保育園・ツーリ

ズムクラブ・民生児童委員会・町内企業・行政

など

連絡・調整
参加

協力いただいている関係団体など

①学校支援（学習支援）
学校からの要請に基づき、地域の力を活用した取り組みを

コーディネート。（田植え稲刈り、引率サポートなど）

②家庭教育支援（くまもと「親の学び」プログラム活用）

家庭教育や子育てについて保護者同士のつながりを作る

講座を実施。（就学時健診や学級懇談会）

③ふるさと氷川学（郷土学習）

町の自然・文化・歴史・産業などを題材に地域の人材を活

用しながら行う郷土愛を育む学習。（CSの日でも活用）

地域学校協働本部の活動の３本柱

氷川っ子のために一緒に楽しく活動しましょう！
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　皆さんは毎日朝ご飯を食べていますか？朝ご飯を食べると、私達の体に
とってうれしい効果があります。今回は朝ご飯と学力についてお伝えします。

けんこう

だより 問　町民課	保健予防係（健康センター）　☎0965-52-7154

朝ご飯食べていますか？（学力編）

　朝ご飯には、１日元気に活動するための準備をす
る役割があります。私達の体は寝ている間もエネル
ギーを使っており、朝はエネルギー不足の状態です。
そのため、午前中の活動に必要なエネルギーを朝ご
飯で補うことが必要です。

　朝ご飯は食べるけどごはんやパンだけという人
は、牛乳や卵、大豆製品、魚、肉などのタンパク質を
一緒に食べるのがおすすめです。ごはんやパンだけ
ではエネルギーが早くに切れやすいのですが、タン
パク質を一緒に食べるとエネルギーの持ちが良く
なります。また、タンパク質は集中力に関係するホ
ルモンの材料になるので、集中力アップのためにも
ぜひ一緒に食べたいですね。

さらに学力アップにつながる朝ご飯のポイント朝ご飯を食べる子は成績が良い！？

（文部科学省：令和元年度全国学力・学習状況調査）

算
数

国
語

51.9
68.1

43.5
65.6

■	食べていない　■	毎日食べている

朝食摂取状況と学力調査の平均正答率の関係（小6）

　朝ご飯を毎日食べているかどうかが勉強や運動
に影響します。国の調査によると、朝ご飯を毎日食
べている子ほど、学力調査の正答率が高いという結
果が出ています。運動も同様に、朝ご飯を食べてい
る子の方が結果が良い傾向にあります。朝ご飯を食
べないと、エネルギー不足で午前中はボーっとして
授業にも集中しづらくなります。まずは、朝ご飯を
食べましょう。

炭水化物
ごはん
パンなど

タンパク質
卵・牛乳
魚・肉
大豆製品

＋

　このようにタンパク質を組み合わせて食べること
で、元気に集中して午前中の活動を送ることができ
ます。ですが、今朝ご飯を食べていない、いろいろ食
べるのが大変という人は、まずはおにぎり１個など
食べる習慣を付けていくことから始めてみませんか。

メロンパン

具なし
おにぎり

卵サンドイッチ

鮭おにぎり

➡

➡

・健康センターで
・電話で
・オンラインで　氷川町健康センター

健康相談

いろいろなお悩みを
保健師や管理栄養士がお聞きします

相談方法を選べます

対象：氷川町在住の人

お気軽にご予約ください
QRコードから	または
☎0965-52-7154

（電話は土日祝日除く）

立神峡だより 　　問　立神峡公園管理棟　☎0965-62-1543（火曜定休）

　寒い冬から季節は春となり、立神峡も桜の花で公園全体がピンク色に
覆われています。水仙の花や芝桜、梅の花、菜の花などが多種多様な色
模様を作り出し、訪れる人の心を和ませています。名勝に恥じない素晴ら
しい景観です。
　ぜひとも多くの人に、見ていただきたいものです。

立神峡は桜の季節となりました

　昨年はタケノコは裏年でほとんど収穫できませんでしたが、今年は表年
で期待ができると思います。4月中にログハウスやロッジに宿泊された方
は、特典として無料で収穫できますよ。
　収穫体験希望の方は、有料にてお申込みください。ご家族や職場のグ
ループで、思い出に残るタケノコ掘りをお楽しみください。

春の恵みタケノコ掘り体験は立神峡で

＼ ＋タンパク質のものに変えてみる ／

　里地屋敷は囲炉裏や五右衛門風呂体験など昔ながらの体験ができる
とあって人気がありますが、コスプレイヤーの聖地となりつつあります。
県内以外も福井、大阪、名古屋、福岡、佐賀、大分など全国各地から里地
屋敷に集まり、それぞれの服装で写真撮影を楽しんでいます。非日常の
生活から抜け出したいと思う若者が、思う存分楽しむことができる場所、
それが里地屋敷なのかもしれません。

里地屋敷 全国からコスプレイヤーが集う

　3月に高校を卒業し、その記念として自転車で立神峡を目指してきて
くれた若者たち。熊本市内から片道37km。ロッジに2泊してくれました。
卒業後は専門学校で建築士を目指すとのこと。建築士も人手不足で困っ
ているので頑張ってと励ましたところ、うれしそうに目標ができましたと
喜んでいました。帰る際には龍神橋で記念撮影をして、交通事故に注意
をしてと見送りました。さまざまな人との出会い触れ合い、喜びを味わう
今日この頃です。
　今年度も素晴らしい景観を誇る立神峡をPRする努力をしたいと思い
ます。町民の皆様もご協力お願いいたします。

自転車で高校卒業の旅

　コースの通過点となった立神峡。ロシア、スイス、フランスなど世界各
国から多くの参加者に、チラシを配り立神峡をPRしました。

九州国際スリーデーマーチに協力
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人権啓発コーナー

　
4
月
は
子
ど
も
も
大
人
も
新
し
い
ス

タ
ー
ト
の
月
で
す
。
子
ど
も
た
ち
の
多

く
は
、
進
級
や
進
学
な
ど
で
期
待
に
胸

を
膨
ら
ま
せ
て
い
る
こ
と
と
思
い
ま
す
。

し
か
し
、
中
に
は
不
安
で
い
っ
ぱ
い
の

子
ど
も
た
ち
も
い
ま
す
。
大
人
の
皆
さ

ん
の
中
に
も
、
異
動
や
環
境
の
変
化
な

ど
で
不
安
を
抱
え
な
が
ら
仕
事
を
し
て

い
る
人
も
多
い
と
思
い
ま
す
。

　
私
事
に
な
り
ま
す
が
、
以
前
、
異
動

で
学
校
現
場
か
ら
あ
し
き
た
青
少
年
の

家
の
勤
務
に
な
っ
た
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

初
め
て
の
仕
事
ば
か
り
で
な
か
な
か
馴

染
め
ず
に
、
４
月
か
ら
１
カ
月
ほ
ど
は

通
い
た
く
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
そ
の

期
間
は
、
見
習
い
職
員
と
し
て
の
仕
事

生きがいを感じられるあたたかい町

毎月11日は人権を確かめあう日です

人権に関する動画を放映します。
皆さんの参加をお待ちしています。

お
互
い
に
心
配
り
を

■ テーマ 
「子どもの人権（子どもの権利条約）」
■ 日 時　4月11日(金) 13時30分
■ 場 所　氷川町文化センター ロビー

4月23日から５月12日までは、こどもの読書週間です。67回目となる今回
の標語は『あいことばは	ヒ・ラ・ケ・ホ・ン！』です。この週間は、大人が子ど
もに本を手渡す週間とも言われます。この機会に、多くの子どもたちが本を
手に取って心が動く体験ができることを願っています。

クロワッサン、フランスパン、シナモンロール、チョココロネ、カレーパン・・・
焼きたてのパンの香りが広がる、パン屋を舞台とした〈日常の謎〉連作ミステリー！
第23回『このミステリーがすごい！』大賞受賞作。

謎の香りはパン屋から ／ 土屋 うさぎ

カリジェの町の大時計 ／	ぬまのう	まき
今日にかぎって ／ 樺島	ざくろ
いつまでもともだち ／ 仁科	幸子
さんにんだけのないしょのはなし／ スージィ

普通の子 ／	朝比奈	あすか
あえのがたり ／ 加藤	シゲアキ	他
左太夫伝 ／ 佐々木	譲
ふたたび歩き出すとき 東京の台所 ／ 大平	一枝

☎0965-62-3489

八火図書館だより

人が尊重され、

問　生涯学習課　☎0965-52-5860

で
し
た
が
、
丁
寧
に
指
導
し
て
も
ら
っ

た
お
か
げ
で
ど
う
に
か
乗
り
切
る
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。
ま
た
先
輩
職
員
に
分

か
ら
な
い
こ
と
は
遠
慮
な
く
尋
ね
て
い

た
よ
う
に
思
い
ま
す
。
分
か
ら
な
い
こ

と
は
そ
の
ま
ま
に
せ
ず
、
周
り
の
人
に

「
聞
く
こ
と
の
大
切
さ
」
を
学
ぶ
こ
と

が
で
き
、
そ
の
後
の
自
分
の
仕
事
に
と

て
も
役
立
ち
ま
し
た
。
私
が
無
事
に
仕

事
を
終
え
る
こ
と
が
で
き
た
の
も
、
周

り
の
人
の
助
け
が
あ
っ
た
か
ら
だ
と
感

謝
し
て
い
ま
す
。

　
４
月
は
特
に
、
家
庭

や
職
場
で
の
会
話
を
多

く
し
な
が
ら
、
お
互
い

に
心
配
り
を
し
て
み
て

は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

アルプス席の母 ／	早見	和真
カフネ ／ 阿部	暁子
禁忌の子 ／ 山口	未桜
恋とか愛とかやさしさなら ／ 一穂	ミチ
小説 ／ 野崎 まど
死んだ山田と教室 ／ 金子 玲介
spring ／ 恩田 陸
生殖記 ／ 朝井 リョウ
成瀬は信じた道をいく ／ 宮島 未奈
人魚が逃げた ／青山 美智子

本屋大賞発表
の４月9日が
待ち遠しい
ですね！

■ 一般書

■ 児童書

新
着
図
書
紹
介

2
0
2
5
年
度
本
屋
大
賞

            

ノ
ミ
ネ
ー
ト 

10
作
品

おすすめ図書

合
否
報
涙
を
堪
え
泣
き
に
来
て

桜
散
る
日
も
あ
り
に
け
り

　
　
　
　
　

 　

北
野
津　

井
田　

道
寛

手
な
れ
し
た
光
で
学
ぶ
学
童
の

昔
の
暮
ら
し
資
料
館
に
て

　
　
　
　
　

 　

西
野
津　

古
崎　

ス
エ
ノ

傘
さ
し
て
眺
め
る
庭
の
片
隅
に

蕗
の
花
は
雨
降
り
注
ぐ

　
　
　
　
　

 　

西
野
津　

古
崎　

栄
子

咲
い
た
咲
い
た
チ
ュ
リ
ッ
プ
の
花
が

庭
先
の
花
壇
の
中
央
で
妻
に
も
見
せ
た
い

　
　
　
　
　

 　

西
上
宮　

廣
瀬　

小
亀

お
つ
い
た
ち
氏
神
様
に
参
り
ま
す

風
の
群
れ
浴
び
感
謝
感
謝

　
　
　
　
　

 　

西
上
宮　

広
松　

真
実
子

水み
な
そ
こ底

の
魚
影
す
ば
や
し
春
の
川

　
　
　
　
　

 　

北
野
津　

井
田　

道
寛

春
近
し
ラ
イ
ン
し
よ
う
お
か
ペ
ン
取
る
か

　
　
　
　
　

 　

西
野
津　

古
崎　

ス
エ
ノ

変
り
な
く
川
は
流
れ
る
春
一
番

　
　
　
　
　

 　

西
野
津　

古
崎　

栄
子

友
と
植
え
し
山
櫻
の
苗
が
葉
芽
を
出
す

　
　
　
　
　

 　

西
上
宮　

廣
瀬　

小
亀

初
雪
や
下
校
の
子
ら
の
声
は
づ
み

　
　
　
　
　

 　

西
上
宮　

広
松　

真
実
子

明
治
の
世
モ
ー
ス
迎
え
し
野
津
古
墳

　
　
　
　
　

 　

西
上
宮　

山
下　

環

氷
川
に
て
育
ち
し
葉
で
巻
く
桜
餅

　
　
　
　
　

 　

上
鹿
島　

三
枝　

恵

投稿先  〒869-4814　氷川町島地642番地　企画財政課宛（毎月5日必着）町民文芸

短
　
歌

俳
　
句

こ家センの

子育てLabo
こども家庭センターをご利用ください

今月のトピック

こども家庭センターのスタッフが子育てについての情報を発信していきます！

問　氷川町こども家庭センター	☎0965-62-3456

法
道
寺　

本
田　

花
風

　

次
に
、
そ
の
女
た
ち
。
女
た
ち
は
、
有
為
子

が
一
つ
の
基
準
と
な
り
二
分
化
さ
れ
て
い
る
。 

私
が
有
為
子
の
影
を
感
じ
た
女
は
、
娼
婦
・
下

宿
の
娘
・
生
花
の
師
匠
で
あ
る
。

「
私
」
が
関
係
を
持
つ
他
の
女
た
ち
と
照
ら
し

合
わ
せ
て
み
る
と
、
ま
ず
娼
婦
は
性
的
な
象
徴

で
あ
る
こ
と
と
、
流
産
を
し
て
母
に
な
り
損
ね

た
こ
と
が
共
通
す
る
。
次
に
下
宿
の
娘
は
、
失

敗
に
終
わ
っ
た
も
の
の
や
は
り
「
私
」
に
と
っ

て
初
め
て
実
際
に
女
と
し
て
触
れ
た
性
的
な
存

在
あ
っ
た
こ
と
、
「
私
」
に
向
か
っ
て
そ
の
吃

音
を
正
面
か
ら
指
摘
し
た
こ
と
が
、
本
質
的
な

部
分
で
有
為
子
と
共
通
し
て
い
る
。
生
花
の
師

匠
は
、
「
私
」
が
有
為
子
の
幻
想
を
抱
く
女
た

ち
の
集
大
成
だ
と
い
え
る
。
最
も
多
く
の
ペ
ー

ジ
が
割
り
当
て
ら
れ
て
い
る
彼
女
は
、
そ
の
美

し
さ
は
勿
論
の
こ
と
、
戦
場
へ
行
く
士
官
と
の

間
に
子
ど
も
が
出
来
た
も
の
の
死
産
に
終
わ
り

母
に
な
り
損
ね
た
こ
と
、
柏
木
に
よ
っ
て
汚
さ

れ
た
後
に
「
私
」
と
の
交
渉
を
も
と
う
と
す
る
、

性
的
な
象
徴
で
あ
る
こ
と
な
ど
が
共
通
し
て
い

る
。

　

次
に
養
賢
の
供
述
書
を
紹
介
す
る
。

　

第
一
回
供
述
書
で
は
素
直
に
自
分
が
や
り
ま

し
た
と
言
い
な
が
ら
、
放
火
の
原
因
に
つ
い
て

は
“
無
意
味
に
や
り
ま
し
た
”
と
い
い
、
“
私

の
主
観
で
は
悪
い
こ
と
を
し
た
と
は
思
い
ま
せ

ん
”
と
語
っ
て
い
る
。

　

第
二
回
供
述
書
は

一
、
私
が
金
閣
を
焼
い
た
こ
と
は
、
私
の
行
ひ

を
見
る
と
見
に
く
い
の
で
美
に
対
す
る
嫉
妬
の

考
え
方
か
ら
焼
い
た
の
で
す
が
、
真
の
気
持
ち

は
表
現
し
し
に
く
い
の
で
あ
り
ま
す
。

一
、
私
の
現
在
の
心
境
は
金
閣
を
焼
い
た
こ
と

に
対
す
る
責
は
負
ふ
覚
悟
で
居
り
ま
す
。
現
在

で
も
悪
い
こ
と
を
し
た
と
い
ふ
考
え
は
余
り
お

き
ま
せ
ん
。

一
、
私
達
お
互
い
の
生
活
は
苦
し
い
け
れ
ど
も
、

金
閣
寺
に
毎
日
何
百
人
か
の
人
が
ぞ
ろ
ぞ
ろ
遊

び
に
来
る
こ
と
に
付
け
て
も
或
程
度
の
嫉
妬
を

感
じ
て
居
り
ま
し
た
。

こども家庭センターは妊娠・出産・子育てに関する相談窓口です。妊娠中や子育て中の不安や悩み、こども自身の
悩みや家庭内の心配ごとなど、お気軽にご相談ください。

 

『
金
閣
寺
燃
ゆ
る
』　

　
　

三
島
由
紀
夫
「
金
閣
寺
」
か
ら　

そ
の
５

妊娠・出産 子育て
こども自身

こども家庭センター

母子保健 児童福祉
（町民課保健予防係） （福祉課子育て支援係）

情報共有

連携

平日の8時30分から17時15分までです。電話での相談
もお受けしています。

不要です。開館時間はいつでもお越しください。事前
に連絡をいただけると、よりスムーズに対応できます。

悩みの形は人それぞれです。話すことで楽になること
もたくさんあります。相談は個室でお受けしますので、
安心してご相談ください。

相
談

センターはいつ開いていますか？

相談に予約は必要ですか？

こんなことで相談していいのかなと思ってしまいます・・
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「一番敷居の低いステージ」をテーマに、世代やジャンル
の垣根を越えた音楽交流イベントです。
●	日時　4月4日㊎	19時
● 場所　がらっぱ広場（八代市本町1丁目）

吉田 紗
さ な

凪ちゃん（原田）

令和6年4月30日生まれ
母 みほさん

元気にすくすく育ってね♡

山下 富
と き

生くん（下鹿島）

令和6年4月4日生まれ
父 隼樹さん　母 智香さん

お姉ちゃんとたくさん遊ぶぞ～！

定住自立圏イベント情報

問　まちなか活性化協議会
　　☎0965-35-4747

八代市

芦北町 カキ小屋営業中
問　大矢	
　　☎090-4778-9291

八代アマチュアナイト

毎月1歳になるお子さんを紹介しています
5月に1歳になるお子さんの掲載はこちらから	

締切 4月5日㊏

公用封筒広告募集

町からの文書の送付に使う封筒裏面の
有料広告を募集します。
申込方法や留意事項など詳細は、ホーム
ページをご確認ください。

　問　出納室　☎0965-52-5857
4枠募集

4月25日（金）締切

角型2号封筒

① ②

③ ④

芦北産のカキを楽しめ、カキ飯・カキうどんなどのメニュー
もあります。4月下旬まで営業します。
● 場所　道の駅芦北でこぽん　● 営業日　土・日・祝日
● 営業時間　11時～16時（15時30分オーダーストップ）

日 病 院 名 電　話

6日㊐ ひかわ医院 62-8139

13日㊐ よかと整形外科リウマチクリニック 46-8110

20日㊐
黒田耳鼻咽喉科医院
まつした鏡薬局

52-8787
45-9936

27日㊐
高橋医院
横田診療所
クスノキ薬局	にしき町店

31-1555
67-2010
37-8560

29日㊋
荒木皮ふ科医院
つばき調剤薬局

52-8777
52-7805

日 健診名 対象者
15日㊋ 	3歳児健診 R4.2～3月生

22日㊋
	4カ月児健診 R6.12月生

	7カ月児健診 R6.9月生

休日当番医・薬局

● 受付　12時30分～		● 会場　健康センター

最新情報は「医療情報ネット（ナビィ）」▶

令 和 7 年 （ 2 0 2 5 年 ） 4 月 カ レ ン ダ ー

乳幼児健診情報
問　町民課	保健予防係　☎0965-52-7154

（市外局番0965）

1 火

2 水

3 木 福　認知症相談（要予約☎0965-52-5335）
　　14時／竜北福祉センター

4 金

5 土

6 日

7 月

8 火 総　消費生活相談（要予約☎0965-52-7111）
　　10時～17時／役場相談室

9 水

10 木
農地　農業委員会総会　13時30分／災害対策室
税　住民税特別徴収	納期限

11 金

12 土

13 日

14 月

15 火

16 水

17 木

18 金

総　弁護士相談（要予約☎0965-52-7111）
　　13時30分～16時／竜北福祉センター
総　行政相談（要予約☎0965-52-7111）
　　13時30分～15時30分／竜北福祉センター
福　障がいに関する相談（予約優先☎0965-52-5852
　　13時30分～16時／役場相談室　

19 土

20 日 町　資源物分別収集日（リサイクル）

21 月

22 火 農地　農地法関係申請締切

23 水

24 木

25 金 税　住民税特別徴収　口座振替日

26 土

27 日 地振　第20回いちご杯九州ヘラブナ釣り大会in氷川
　　　7時30分競技開始／不知火干拓貯水池

28 月

29 火
昭和の日
町　可燃ごみ収集なし

30 水

境 桜
は る ひ

緋 くん（上鹿島）

令和6年4月18日生まれ

父 一樹さん　母 美祐さん

はおねぇね大好き♡

ひかわのアイドル

・1枠（100mm×125mm）あたり20,000円
・20,000枚作成

長型3号封筒（セロ窓あり・なし）

① ②

・1枠（100mm×90mm）あたり20,000円
・セロ窓あり・なし各25,000枚作成

※掲載期間は封筒作成後在庫がなくなる
までの約1年間です。

各2枠募集

）

氷川町　子どもカレンダー　で検索
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まちのホットライン（市外局番0965）　　　　　　
総 務 課 行政係・生活安全係 52-7111
企画財政課 企画係・財政係 52-5850
税 務 課 　住民税係・資産税係・徴収係 52-5853

町 民 課 戸籍環境係・国保年金係 52-5851
保健予防係 (健康センター ) 52-7154

福 祉 課 福祉係・子育て支援係・介護保険係 52-5852
農業振興課 農政係・農産係 52-5854

農 地 課 整備係 52-5855
管理係 ( 農業委員会 ) 52-5861

建設下水道課 建設係 52-5856
住宅係・下水道係 52-5862

地域振興課 総合窓口係 62-2311
地域振興係 62-2315

学校教育課 学校教育係 52-5859
学校給食係 52-6202

生涯学習課 生涯学習係・社会体育係 52-5860
議会事務局 事務局 52-5858
出 納 室 会計係 52-5857
八代生活環境事務組合 62-2049
社会福祉協議会 52-5075
竜北福祉センター 52-5121
	地域包括支援センター 52-5335
宮原福祉センター・こども家庭センター 62-3456
氷川町公民館 62-3313

問　企画財政課	企画係　☎0965-52-5850


